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温故知新

　2001 年、私は当時の JIA 中田専務理事と事務局安田

さんから相談を持ちかけられた。1999 年北京での UIA

総会で、「建築実務におけるプロフェッショナリズムの国

際推奨基準に関する UIA 協定」（通称 UIA アコード）が

制定され、その基盤となる建築教育について、UNESCO-

UIA が各国制度の認定を行うことが諮られた。相談はそ

の準備委員会に、直接指名されていた穂積信夫元会長

に交替して、UIA 第Ⅳ地域の代表委員として出席せよと

のことだった。委員会は年に 2 回、原則としてパリの

UNESCO か UIA の本部で開かれる。

　その頃私は大学から命ぜられて、建築教育を取り巻く

国際情勢を知るために、UIA 大会や ARCASIA の教育委員

会（ACAE）などにも出席していたから、白羽の矢が立っ

たのかもしれない。こちらは何しろ英語圏に暮らしたこ

とがないから、必ずしも英語は得意で無く、始めはずい

ぶんドキドキだった会議とも、ずいぶん長くお付き合い

した。今年 9 月末にもパリに出かけてきた。旧知のメン

バーもいれば、今回から新しく加わったメンバーもいる。

　日本は 1996 年の UNESCO-UIA 建築教育憲章の段階

で、建築の教育期間を５年以上とすることを阻めなかっ

たから、この課題の前途は相当な困難が予想された。

UNESCO-UIA の委員会では認定制度が起草され、2002

年には認定評議会が設置される。日本として如何なる戦

略が可能なのか、手探りの中で模索する。折しも国内で

は日本技術者教育認定機構 (JABEE) による教育認定が始

動しつつあった。国際認定と国内認定が無関係に走り出

したのでは、受審する国内の教育機関にとってはたまら

ない。JABEE 認定を国際的に通用する制度に仕立てて行

くのが、最良かつおそらく唯一の実現可能な選択肢と思

われた。問題は当時の JABEE が学部４年間を対象として

いたことだ。何とか大学院修士課程を含む認定システム

としなくてはならない。

　一方 2006 年頃から、世界の老舗の認定団体、アメリ

カの NAAB やイギリスの RIBA などが、屋上屋を架しか

ねない UNESCO-UIA のシステム認定を嫌い、既成団体間

での国際的な相互認証に動き出す。いわゆるラウンドテー

ブル会議である。その後 2008 年に正式にキャンベラ協

定として発効した。なんとそこにメキシコと共に中国と

韓国が、滑り込みで飛び込んでしまった。他の工学系全

分野と歩調を揃えなければならない大学院 JABEE が、ま

だそこまで準備ができておらず、日本は完全に後れを取っ

たと言える。

　大学院 JABEE のスタートが 2007 年、建築分野で初の

認定審査に UNESCO-UIA からの国際審査団を招いたの

は翌 2008 年のことである。国際的な水準に合致させる

ためのいくつかの条件は付されたが、翌 2009 年に正式

認定され、ようやくわが国の教育認定制度が世界に認め

られるところまで辿り着いた。その５年後の昨年は、実

はその継続審査の年だったが、私たちはひとつ上のキャ

ンベラ協定への直接加盟を目指すことを選んで、９月に

は協定への暫定加盟を果たす。そしてついに本年 10 月、

正式加盟のための協定の実地審査団を迎え入れることが

できた。今は果報を待っている。

　思えばずいぶん長い道のりだった。その間には 2011

年 UIA 東京大会があり、開催決定からの学術部会長とし

ての長い準備もあったし、開催前の最終の調整会議を開

こうとしていた矢先に起きた東日本大震災もあった。い

までも、発災一週間後のパリに出向いた私を、仲間がま

るで幽霊でもみるかのように迎えてくれたのを思い出す。

会議中に東北支部から、支部の全会員の無事が報告され

たときには皆が大拍手をしてくれた。

　JIA の一会員であることを通じて、こんなにも充実し

た体験をさせてもらったのは、私にとっては何より大き

な喜びのひとつである。
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幸せな建築体験をした。

　阪田誠造氏には、建築家会館の本『建築家の誠実』の前半

部分のインタビューで、数日に渡り建築に対する静かだが確

固たる熱い姿勢を聞いた。その中でも、一度は見ておきたい

と願ったサレジオ学園に運良く見学に行く機会を得た。

　第 78 回 JIA アーバントリップ「建築家シリーズ vol.6　

建築家・阪田誠造」は、学園長の「ここは子どもたちを支

え、守った建物である」という印象的な言葉で始まった。

続いて、予定にはなかった阪田氏の前段としての言葉。「も

ともとは戦争で焼け出された孤児のために考えられた場所

です。子どもたちの根城として、豊かな空間にしたかった。

それを踏まえた上で見ていただきたい。」現在は、事情があ

り家族と暮らせない 2 才から 18 才までの男子がここで学

び、暮らす。

　続いてがアーバントリップの肝である。当時の担当者だっ

た坂倉建築研究所の大倉久明氏の案内で園内を見て回る。

参加者の多くは建築関係者であるが、方々から感嘆の声が

上がり、大倉氏への質問もやまない。

　見学の後は、坂倉建築研究所の萬代恭博氏を司会に阪田

氏と大倉氏の対談。設計時からは 25 年以上が経過してい

るが、つい先日のことのように明確に語られる設計方針。

また、阪田氏からは竣工時から変わった動線にするどい指

摘も出て、ブレのなさと一つひとつの設計に対し真摯に向

き合ってきたことを感じさせる。

　建築の素晴らしさは言わずもがなだが、優れているのは

敷地の読み取りの確かさだ。デザインされているのは建築

物だけではない。中庭はわずかに土盛りされ、園舎の傾斜

した長い軒線に接して見える。『建築家の誠実』の中でも繰

り返し語られたのが「敷地を読む」ということであり、阪

田氏は敷地に何度も足を運びスケッチをする。敷地や、場

所に対し類まれな感度を持っていることが建築家・阪田誠

造の魅力なのではないか。

　昨年には、JIA25 年賞を受賞。蔦のからむ鐘楼、大きく

枝を伸ばす木々、この建築の魅力は時を経て増していく。
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